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１．はじ１．はじ１．はじ１．はじめにめにめにめに    

都市構造は、都市における各種都市機能の空間的な構

成及び関連関係を物理的な都市・地域空間へ写像した

かたちで示している。こういった都市構造は、都市空

間の利用形態を通して都市における社会・経済活動を

規制・誘導することとなり、都市の社会・経済状態に

大きく影響している。従って将来の都市構造の構築に

関して計画的に検討することの重要性は高いと考える。 

しかし、従来の都市整備構想段階における将来都市構

造に関して、計画論的に検討されることは少なく、た

とえ検討されたとしても概念的検討を主としたヒュー

リスティックな手法によってなされてきた。このため

に、社会・経済状態を、都市が目指す将来像へと導く

都市構造、つまり合目的的な将来都市構造を設計する

ことに対する困難性は、社会・経済システムの複雑化、

多様化の進展につれ増しており、効果的検討ツール開

発の要求は強いと考える。 

本研究では、以上のような観点から都市整備構想段階

における将来都市構造設計を効果的、効率的に行うた

めの数理計画モデル、すなわち、まちづくりのコンセ

プトから、望ましい都市構造設計案を算出する「都市

構造設計モデル」の構築をめざし、そのための基礎的

研究を行った。都市構造設計プロセスの構築、及び、

現況として現在の対象地の都市構造を把握するための

分析プロセスを構築し、滋賀県大津市を対象に実証的

な検討を加えた。 

 

２．都市構造設計政策の考え方２．都市構造設計政策の考え方２．都市構造設計政策の考え方２．都市構造設計政策の考え方    

都市が目指す将来像は計画の対象となる都市が異な

れば必然的に異なる。そこで目的関数の設定にあたっ

ては対象となる都市の状態やめざす将来像を考慮する

必要がある。本研究では、実証的検証の対象とした滋

賀県大津市がめざす都市像から、商業・ｻｰﾋﾞｽ業機能や

工業機能等の産業活動を通して民間活力の活性化を設

定する必要があると考えた。さらに、大津市は県都と

しての高次産業の集積を指向すると考え、本研究問題

を商業・ｻｰﾋﾞｽ業機能と工業機能の活動量の最大化問題

として定式化した。なお、環境に関しては制約条件と

して設定し設計において十分考慮することとした。 
 
３．本研究における都市構造の設計方法３．本研究における都市構造の設計方法３．本研究における都市構造の設計方法３．本研究における都市構造の設計方法 
本研究では、都市構造を前述のように各種都市機能

の空間的構成及び関連関係として捉えている。つまり

都市構造を構成する要素である都市核や各都市機能拠

点を各ゾーンや地区における各種都市機能の集積や構

成によって認識した。また、都市の骨格を形成する交

流軸等は、ゾーン間の交通量等によって具現化される

都市核や各都市機能拠点間の関連関係として認識した。

このような認識のもと、都市全体の総合的な活動量を

都市基盤整備量からなる地区活動量とゾーン間の機能

的関連関係の両者による相乗効果から複合的に考える

こととした。 

この様に都市構造の設計を各種都市機能の都市内の

各ゾーンへの配分の問題として捉え、配分された都市

機能を利用することによって達成される各種都市活動

や、これに伴う交易・交流、都市活動間の影響関係等

について勘案しながら都市が目指す将来像が実現され

るような都市機能の配分案を求めるというものである。 

 

４４４４．．．．都市構造設計モデルの構築都市構造設計モデルの構築都市構造設計モデルの構築都市構造設計モデルの構築    

前述のとおり、目的関数の設定については商業・ｻｰ

ﾋﾞｽ業機能と工業機能の活動量最大化問題として定式

化することとした。さらに、都市の機能構造は、道路

や鉄道などの交通ネットワークに強く依存する。新た

な交通施設の整備は、農地や林地に住宅地としての魅

力を給付し、住宅地を商業地に変える力を持つと同時

に、都市構造の変化が新しい交通のトリップを発生さ

せ、交通需要パターンの変化が新しい交通需要につな
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がる。このように、交通と都市構造は相互依存関係に

あるので、本計画問題を交通基盤施設整備と連動した

形での商業・ｻｰﾋﾞｽ業機能と工業機能の最大化問題とし

て定式化し、都市構造設計モデルの構築を行った。図

1に本モデルの目的関数に関する定式化を示す。 

目的関数Sは、都市に全域における、商業・ｻｰﾋﾞｽ
業年間販売額 sS と製造業年間出荷額 mS の和を表し

ており、これを最大にする商業・ｻｰﾋﾞｽ機能、工業機能、

居住機能、交通機能の配置と規模を決定することにな

る。なお、ここに示した目的関数値は、分割された都

市内の各ゾーンへの、計画変数である商業・ｻｰﾋﾞｽ機能

投入量、工業機能投入量、居住機能投入量によって変

化する。つまり、都市における社会・経済活動の中核

となる社会システムの構成、及び地域住民の生活を充

足させる社会システムを決定する問題となっている。

また、各産業機能間の関連関係については、それぞれ

の配置へ及ぼす影響の大きさと各機能量から一定の割

合で要求される従業者の移住行動により結びつけられ

ることとした。これは、工業・商業といった産業とし

ての配置が規模からある程度決定されるのに対し、従

業者が就業するゾーンからみた魅力によって配置が大

きく決定される居住機能との関係に着目したものであ

る。これらの流れを模式的に示したものが図2である。 
なお、定式化した問題の解法に関しては、試行探索

法の１つであるコンプレックス法を適用して最適解を

求めることとした。 
 

５．５．５．５．滋賀県大津市における実証的検討結果滋賀県大津市における実証的検討結果滋賀県大津市における実証的検討結果滋賀県大津市における実証的検討結果    
 都市構造モデルの適用の際に、①現状の土地利用高

度化のままで機能導入を行う、②大津市中心部に土地

利用の高度化を許す形で機能導入を行う、③大津市中

心部と副核地域に土地利用の高度化を許す形の機能導

入を行う、３つのパターンで適用計算を行った。なお、

適用結果については、発表時に示すこととする。    

 
６．おわりに６．おわりに６．おわりに６．おわりに                                                                                                                                 

本研究では、都市構造設計モデル構築に関して検討

し、滋賀県大津市を対象に適用計算を行って計画検討

ツールとしての有効性を示した。今後は各都市間の相

関関係を明確化し、地方都市圏という単位で施策的に

最も効果的・効率的な整備計画立案を目的とした方法

論の確立をめざして研究を進めていきたい。 

図１図１図１図１    都市構造設計モデル都市構造設計モデル都市構造設計モデル都市構造設計モデル    

    

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
    

図図図図 2222    都市構造設計モデルの都市構造設計モデルの都市構造設計モデルの都市構造設計モデルの概念図概念図概念図概念図 
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